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 福州方言の音韻体系について、陈泽平(1998: 7-16)は「福州方言には 14 個の声母と 47 個















前後のみを挙げた。また、用法の 1~3 には福州方言の例のみを挙げている。 
表 1: 先行研究による中国語と福州方言の名量詞用法の対比表 
出典 用法 中国語 福州方言 
水口(2004)、侯精一编(1996) 1. NUM+CL+N(一隻侬客) ✔ ✔ 
水口(2004)、陈泽平(1998) 2. DEM+CL+N(只条裤) ✔ ✔ 
水口(2004)、陈丽冰(1996) 3. DEM+NUM+CL+N(这蜀头鸭) ✔ ✔ 
何杰(2008) 4. CL+CL(件件) ✔ 
何杰(2008) 5. CL+「子」(一家子) ✔ 
何杰(2008) 6. CL+「儿」(一盒儿) ✔ 
何杰(2008) 7. NUM+ADJ 大/小+CL
(一小撮坏蛋) 
✔ 
侯精一编(1996) 8. ○＋CL＋NUM(斤半) ✔ 
陈泽平(1998)、陈丽冰(1996) 9. ADJ 大/嫩(小)＋CLの形容用法
(野大条) 
✔ 
陈泽平(1998) 10. N＋V＋NUM＋CL(鸡买蜀头) ✔ 
陈丽冰(1996) 11. ADJ+CL+ N(大头鱼) ✔ 












3 種類の資料調査とインタビュー調査を行った。まず、資料調査 1 では、方言番組を用







3.1. 資料調査 1 
方言番組「攀讲」1の 4 回の放送 (稿末の調査資料参照) を調査資料として用いた。調査
方法としては、字幕に頼らずに、音声と映像を見て、名量詞が出現した文を手作業で 341




表 2: 方言番組「攀讲」の調査結果 
用法 例文数 比率 中国語 福州方言 
1) NUM+CL+N [1] 105 30.7% ✔ ✔ 
2) NUM+CL+複合名詞 [1] 60 17.5% ✔ ✔ 
3) DEM+NUM+CL+N [3] 38 11.1% ✔ ✔ 
4) DEM+CL+N [2] 35 10.2% ✔ ✔ 
5) DEM+NUM+CL+複合名詞 [3] 28 8.2% ✔ ✔ 
6) NUM+CL+× 19 5.5% 
7) NUM+CL+其+N 17 4.9% 
8) NUM+CL+○ 7 2.0% 
9) N+NUM+CL 7 2.0% 
10) DEM+NUM+CL+× 6 1.7% 
11) DEM+CL+複合名詞 5 1.4% 
12) N+V+NUM+CL[10] 5 1.4% ✔ 
13) DEM+NUM+CL+○ 2 0.5% 
14) 头+NUM+CL+複合名詞 2 0.5% 
15) 疑問+NUM+CL+V+N 1 0.2% 
16) 疑問+CL+N 1 0.2% 
17) DEM+CL+○ 1 0.2% 
18) 头+NUM+CL+○ 1 0.2% 
19) 头头+CL+複合名詞 1 0.2% 
合計 341 98.6%2
中国語の先行研究で言及されている表 1 で見た用法 4. CL+CL、5. CL+「子」、6. CL+「儿」、
7. NUM+ADJ 大/小+CL は例文の出現がなかったが、福州方言には本当にこれらの用法が無い
のか、疑問が残る。 
1 「攀讲」は 2008 年に放送が開始されたテレビ番組である。司会者が福州方言で会話し、ニュースを報
道する方言番組である。毎晩 20 時に、毎回 40 分で放送される。 
2 小数点以下第 1 位までのみ計算したため、100％にはならない。 
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また、福州方言の用法 8. ○＋CL＋NUM、9. ADJ 大/嫩(小)＋CL の形容用法、11. ADJ+CL+N、
12. ADJADJ 大/嫩(小)＋CL+其+N、13. ADJ+CL+其=名詞化は先行研究で言及されているにも関
わらず、現れなかった。 
用法 9) は水口(2004)は中国語では[NUM-CL]-N の順で用いられると述べていたのに対し、
N-[NUM-CL]の順で用いられる用法である。以下例を示す。 
(1) 隧道    其 总里程  42.66 公里 
 sui53lo242  li53 tɕuŋ33li33siaŋ53  sieʔ5lei242tieŋ33loyʔ5loyʔ5  kuŋ53li33 





(2)  頭頭     批  100 幾  名 會員 
t’au33t’au33  p’ie55 paʔ5 kui33 miaŋ53 houʔ5uoŋ53 
第一批 100 多名会员 




(3)  專門      召開了   蜀  场 研討會 
tɕuoŋ55muoŋ53  tɕiu55k’ui55 soʔ5 tyoŋ53 ŋieŋ53t’uo33hui242 
专门召开了一场研讨会 
わざわざシンポジウムを開いた 
3.2. 資料調査 2 
資料調査 2 では中嶋(編)(2001)の『福州語テキスト』4を用いる。調査方法としては、『福
州語テキスト』から名量詞が出現した文を手作業で 346 例を収集した。資料調査 2 では例
文を分類せずに、名量詞の前後を分析し、特別な用法だけを集めた。調査結果としては、
何杰(2008)に挙げられている 7. NUM+ADJ 大/小+CLの用例は 1 例が得られ、陈泽平(1998)に
挙げられている 10. N＋V＋NUM＋CL の用例は 2 例が得られた。以下に示す。 
3 動作や変化の回数の単位を表す量詞を動量詞と呼ぶ。劉月華他(1988)
4 『福州語テキスト』は東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所で平成 13 年度の言語研修に使




(4) 聴講 新  其 書 進了 蜀  大  批 了 
tiaŋ55kouŋ33 siŋ55  li53 ɕy55 tɕeiŋ242 lau33  soʔ5 tuai53 Pie55  lau33 
听说新的书进了一大批了 
新しい本がたくさん入ってきたと聞いた 
(5) 書   有  両   本、  底 蜀 本  是  汝 的？ 
tɕy55  ou242 laŋ53  pouŋ33、tieʔ5  soʔ5 pouŋ33 si242  ny33 li53 
书有两本，哪一本是你的？ 
本は二冊ある、どれがあなたの？ 
3.3. 資料調査 3 
資料調査 3 では動画サイトの Youtube にアップされている福州方言の方言劇である閩劇
の『达官弟卖饼』を用いる。閩劇による調査では、名量詞に関しての特別用法だと思われる
例文のみ抽出した。陈泽平(1998)に挙げられている 10. N＋V＋NUM＋CL の用例が 1 例得ら
れた。以下に示す。 
(6) 早頭    鼎边糊5  食 三 碗 
tɕia53lau53 tiaŋ55mieŋ55ŋuŋ53  sieʔ5 saŋ53uaŋ33 
早上锅边糊吃三碗 
朝、「鼎边糊」を三茶碗食べた 
3.4. 調査 2 インタビュー調査 
インタビュー用のアンケートは先行研究に挙げられている例文と調査 1 で得られた例文
を用いて作成した。例文 1～6 は陈泽平(1998: 129-130)から、例文 7、8 は侯精一(編)(1996: 92)









1) 只条裤野大条(这条裤子很大) [9. ADJ 大/嫩(小)＋CLの形容用法]
このズボンはとても大きい。





3) 只把铁锤子恰嫩，大把其掏来。(这把锤子太小，大的拿来) [13. ADJ+CL+其=名詞化]
この金槌は本当に小さい、大きいのを持ってきて。
4) 大粒其八角，嫩粒其六角(大的八角钱，小的六角) [13. ADJ+CL+其=名詞化]
大粒のは八角，小粒のは六角
5) 大大隻其包包带两隻(很大的包儿带两个) [12. ADJADJ 大/嫩(小)＋CL+其+ N]
大きい鞄を二つ持って。
6) 嫩嫩本其字典好带。(小小的字典带着方便) [12. ADJADJ 大/嫩(小)＋CL+其+ N
小さい辞書が持ち運びやすい。
7) 米三(一米三) [8. ○＋CL＋NUM]
130cm
8) 斤半(一斤半) [8. ○＋CL＋NUM]
750 グラム
9) 伊欢喜食大头虾，大头鱼。(他喜欢吃大的虾，大的鱼) [11. ADJ+CL+ N]
彼は大きいエビと大きい魚が好きです。




情報を以下の表 3 にまとめる。調査結果は以下の表 4 に示す。なお、合計は各例文につい
て、9 名の中、「A. 聞いたことがある、自分も使う」を選んだ人数を示す。
表 3: インフォーマント情報 
性别 出生地 現在の居住地 生年 
ア 女 福建省長楽市 福建省長楽市 1989 
イ 男 福建省長楽市 福建省長楽市 1989 
ウ 男 福建省長楽市 福建省長楽市 1989 
エ 男 福建省福州市 福建省福州市 1989 
オ 男 中国河北省7 福建省福州市 1989 
カ 男 福建省福州市 福建省福州市 1994 
キ 男 福建省福州市 福建省福州市 1989 
ク 男 福建省福州市 福建省福州市 1988 
ケ 男 福建省連江県 日本東京 1984 






表 4： 調査結果 
1) 2) 3) 4) 5) 6) 7) 8) 9) 10) 
合計 7 7 8 7 7 6 9 9 8 9 
各例文について、9 人の中、半分以上の人が「A. 聞いたことがある、自分も使う」を選
んだ。したがって、これらの用法が使われていると言えよう。 








述及び本研究の結果をまとめる。用法の 14 は本研究で新たに発見した用法である。 
表 5: 先行研究の記述および本研究の結果 
出典 用法 中国語 福州方言 本研究の結果 
水口(2004)、陈泽平(1998) 1. NUM+CL+N ✔ ✔ ✔ 
水口(2004)、陈泽平(1998) 2. DEM+CL+N ✔ ✔ ✔ 
水口(2004)、陈丽冰(1996) 3. DEM+NUM+CL+N ✔ ✔ ✔ 
何杰(2008) 4. CL+CL ✔ 
何杰(2008) 5. CL+「子」 ✔ 
何杰(2008) 6. CL+「儿」 ✔ 
何杰(2008) 7. NUM+ADJ 大/小+CL ✔ ✔ 
侯精一(編)(1996) 8. ○＋CL＋NUM ✔ ✔ 
陈泽平(1998)、陈丽冰(1996) 9. ADJ 大/嫩(小)＋CL の形容
用法 
✔ ✔ 
陈泽平(1998) 10. N＋V＋NUM＋CL ✔ ✔ 
陈丽冰(1996) 11. ADJ+CL+ N ✔ ✔ 
陈泽平(1998) 12. ADJADJ 大/嫩(小)＋CL+其
+ N
✔ ✔ 
陈泽平(1998) 13. ADJ+CL+其=名詞化 ✔ ✔ 
14. 头头+CL+ N ✔ 
8 長さ: 分、寸、尺、容量: 合、升、石重量: 銭、斤、面積: 平方米などがある。
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ADJ  adjective    CL classifier DEM  demonstrative  N  noun NUM  number 
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調査資料 
「攀讲」(最終閲覧日: 2016/1/18) 
2013.3.06: https://www.youtube.com/watch?v=rPKROT_5X7c 
2013.7.30: https://www.youtube.com/watch?v=uZj60DLpNBQ 
2013.7.31: https://www.youtube.com/watch?v=9e4qtCTEcuo 
2015.8.28: 筆者自身が録画 
达官弟卖饼 https://www.youtube.com/watch?v=V5bj5YG6Ur0 
参考サイト(最終閲覧日: 2016/1/18) 
http://funpichtml.loveinhere.com/1000D/10/45869.shtm 
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